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って日清両国が開港した 1840～50 年代にはじまり、1945 年までの時期をいうことになる。 
朝鮮の場合、日本に対する開港が 1870 年代であり、欧米に対してはさらに遅れるので、開港









                                 






































                                 




本書で駒込は朝鮮・台湾ともに 1900 年以降から記述をはじめている。 
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論では早くとも 1905 年、そしてその殆どは 1920 年代以降の社会の限定的な部分においてのみ
適用可能なものである。上に指摘した個別の問題点を抜きにしてもそれぞれ 1900 年からの４５













紀要 文学研究科篇』 第 38 号 、2010 年。 
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様な近代」が存在するのは、歴史的・地理的背景が異なる社会にあっては、そこにあらわれる複数の＜近代＞も
おのずと異なり、その競合の過程もまた独自のものとなるためである、とも言えるだろう。 
42 Henrik Sørensen “Japanese Buddhist Missionaries and Their Impact on the Revival of the Korean 
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Developments(1876-1910).” International Journal of Buddhist Thought and Culture 4(February 2004). 
44 Micah Auerback “Japanese Buddhism in an Age of Empire: Mission and Reform in Colonial Korea, 
1877-1931.”PhD diss., Princeton University, 2007. タイトルからわかるように、アワーバックもまた＜「近代
朝鮮」の植民地化＞をしてしまっている。 
45 Hwansoo Ilmee Kim (2013): Empire of the Dharma: Korean and Japanese Buddhism, 1877-1912. 
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54 島地は「教部失体管見」で、ここでいう「教」「政」をそれぞれ「宗教」「治教」と呼んでいる。『島地黙
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  他力の信をえんひとは  仏恩報ぜんためにとて 
  如来二種の廻向を    十方にひとしくひろむべし（『正像末和讃』）70   
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仏慧功徳をほめしめて  十方の有縁にきかしめん 
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て「朝鮮国布教日誌」があり、『真宗史料集成第十一巻 維新期の真宗』同朋舎、1975 年、に収録されている。 
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『朝鮮民族運動史研究』4 青丘文庫 1987 年、を参照。 









班であり、劉大致の仏教理解を高めたのが李東仁であった。梵魚寺の僧・李東仁は 1878 年 6 月
2 日、奥村円心が開いた東本願寺釜山別院を訪れ、以降、たびたび別院を訪問して円心と交流を
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1877 年から朝鮮での布教に従事していた奥村円心は 1882 年に壬午軍乱が発生したことをき
っかけに、日本に帰国することとなった。そして、朝鮮で布教活動を再開することができない
まま、十年以上の年月が過ぎていた。その事情について、円心が光州での活動中に発行された


























                                 
111 柏原祐泉『近代大谷派の教団―明治以降の宗政史―』真宗大谷派宗務所出版部、1986年、pp.42－54。 



















ついての書状を送ったという記録がある113。その結果、7 月 8 日の近衛の日記には円心から「過
日法主に添書したる謝辞」と「弥近々朝鮮渡航の趣通知」を内容とする書状が届いたと記され










                                 
112 『近衛篤麿日記』1897 年 1 月 5 日 。 
113 同、1897 年 6 月 22 日 。 
114 同、1897 年 7 月 8 日。 






出処： 『華族画報』 華族画報社 


























                                 
117 坂野潤治『明治憲法体制の確立―富国強兵と民力休養―』東京大学出版会、1971 年、p.62。 
118 小林和幸『明治立憲政治と貴族院』吉川弘文館、2002 年。 
119 内藤一成『貴族院と立憲政治』思文閣出版、2005 年。 





六派」を形成した。詳しくは、佐々木隆『藩閥政府と立憲政治』吉川弘文館、1992 年、p.347 を参照。 
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『朝鮮国布教日誌』によれば、円心が直接政府にはたらきかけたのは 1897 年 6 月であった。




たようである。釜山に着いた円心は 8 月 2 日、開港前の木浦に視察に赴き、伊集院彦吉・釜山
港駐在一等領事の賛成を得て木浦付近に居を構えた。ここに 20 日間滞在したが、現地の人々に
受け入れられなかったため、さらに内陸へと移動し、9 月 23 日に光州にいたったという事情が
あったようだ123。 
光州で活動をはじめるにあたって、決め手となったのは観察使の尹雄烈の協力であった。


















                                 
122 「朝鮮国布教日誌」1897 年 6 月 6 日、6 月 18 日、6 月 19 日、6 月 21 日。 


































                                 
126 『韓国布教日記』1898 年 1 月 14 日。 
127 稲葉継雄「光州実業学校について：旧韓末「日語学校」の一事例」『外国語教育論集』7、筑波大学外国語
センター、1985 年、p.116 では「大隈が五百子の光州実業学校に対して外務省機密費を交付したのは、明治 31
年 6 月 30 日、板垣退助とともに内閣（いわゆる「隈板内閣」）を組織し、首相と外相を兼ねていた頃のことで
ある」としている。 
128 『韓国布教日記』1898 年 1 月 23 日。 

































                                 
129 『五十年誌』p.68。なお、韓国側の公文書には奥村兄妹の光州での住居は「崔君益の家」と書かれている。
1898 年 8 月 20 日付外部大臣・農商工部大臣李道宰宛て全羅南道観察使閔泳喆の質稟書、『全羅南北来案』、ソ
ウル大学校奎章閣蔵（奎 17982-1） 。「崖」という姓は韓国にはないので、おそらく「崔」の誤りではないだ
ろうか。ただ、「錫哲」と「君益」との関係（同一人物あるいは親族なのか、など）は不明である。 
130 『韓国布教日記』1898 年 1 月 14 日付に書写された「北條氏ヘ托スルノ上申書」。 
131 「朝鮮教信」『中外日報』1898 年 4 月 29 日。 
132 前掲「北條氏ヘ托スルノ上申書」。 
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実際、朝鮮人が宮殿を見物にやって来ているのが『韓国布教日記』にもみえる。たとえば、1
月 26 日には「妓生及男□夜来テ、宮殿拝観シ去ル」とあり、同 28 日には「婦人六七人来拝、
例宮殿ヲ観テ帰ル」といったような記述である。2 月 2 日にはこのことについて触れた大谷勝縁





























                                 








































                                 
137 『五十年誌』pp.65－66。 































                                 
138 『韓国布教日記』1898 年 12 月 8 日。『五十年誌』p.75 では 10 月の報告書とされているが、代筆者であ
る岩下自身による『日記』の記録には日付もあり、12 月 8 日の日記に書写されていることから、『五十年誌』
の記述は誤りであろう。 
139 『韓国布教日記』1898 年 1 月 17 日。 
140 同、1898 年 1 月 24 日。 
141 『五十年誌』p.73 では東本願寺１２代教如の「記念大法要」となっているが、この時期、1898 年 4 月 18
日から 25 日に東本願寺で行われていたのは本願寺８代蓮如の４００回忌法要である。教学研究所編『近代大谷
派年表 第二版』真宗大谷派宗務所出版部、1977 年、p.88。『韓国布教日記』によると、円心らは 4 月 12 日に
光州を出発し、5 月 10 日夕方に光州に戻っている。 
142 『五十年誌』には「崔幹鎮」となっているが、『韓国布教日記』には「崔翰鎮」との記述が多く、時とし
て「崔幹鎮」とも書かれている。「幹」は「翰」の略字ではないかと考えられる。 




















『韓国布教日記』によると、五百子らは 1898 年 4 月 8 日に光州に到着している。ともに来着













「1920 年代植民地朝鮮における監獄教誨」、『近代仏教』16、2009 年を参照。 
146 『韓国布教日記』1898 年 4 月 8 日。 
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五百子と節太郎は 4 月 10 日に早速農業に適した土地を探しはじめ、尹雄烈のもとにも訪問し
ている147。以降、5 月にかけて学校敷地の確保のため五百子は奔走する。そして、5 月 12 日に
竹林の一部を伐採して、いよいよ本格的に学校建築を始める148。 





った 5 月 12 日の『韓国布教日記』に初めてその風説を耳にしたことが記されている。そして、
円心と親しかった郵逓司主事の尹爽栄
ユンサンヨン


















                                 
147 同、1898 年 4 月 10 日。 
148 同、1898 年 5 月 12 日。『近代大谷派年表』は、この日を光州実業学校設立の日としている。 
149 同、1898 年 6 月 9 日。 
150 『近衛篤麿日記』1898 年 7 月 19 日に別紙として付された 7 月 6 日付奥村兄妹から近衛篤麿・小笠原長生
宛の書状。 




152 同、1898 年 6 月 20 日。 
153 同、1898 年 6 月 27 日、『近衛日記』1898 年 7 月 10 日。 


































「国家の前途」を考える』（アジア遊学 156）勉誠出版、2012 年。 
155 『明教新誌』1898 年 8 月 20 日。 






































                                 
158 同史料に添付されている。 





























光州実業学校がとった対策として、『韓国布教日記』1898 年 4 月 24 日には「今春ハ韓種蚕ヲ
飼育スルコトト決セリ」とある。「蚕糸報告書」によれば、こうして「土地在来ノ蚕種ヲ購ヒ




































                                 
161 『明教新誌』1899 年 2 月 4 日。 































                                 
162 1903 年 3 月 15 日付、東本願寺奥村実業学校次長赤塚敬雄「東本願寺奥村実業学校及当地ノ景況」（写）、
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断念したことがあり、次に観察使交代の電報が入った 1898 年 5 月中旬以降に再び「例ノ故障ヲ
試ムルモノ出テタ」が学校側によって交渉が中止され、「教授ノ一点ノミニ」専念することと
したので、「故障」は回避されたのである。つまり、この「報告書」は 7 月後半に書かれてい




この「故障」のことが具体的に書かれているのが、1898 年 4 月 26 日の日記である。これに



















                                 
168 『韓国布教日記』1898 年 4 月 26 日。 




円心たちが光州を出発したのは『韓国布教日記』によると 4 月 12 日であった。そして、その
後に上記のような「故障」が起こり、これが 4 月 26 日に「一件落着」したのである。つまり、


























                                 
169 小野賢一郎『奥村五百子』先進社、1930 年。 










































                                 
170 「在光洲実業学校長奥村五百子上京ニ付依頼書翰[書写資料] 領事久水三郎」、早稲田大学図書館所蔵大隈重
信関係資料（http://hdl.handle.net/2065/27422）の添付文書。 




































































                                 
171 前掲 1902 年 7 月 31 日付「復命書」、 JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12081966500（第 97
画像目）、韓国（朝鮮）ニ於ケル学校関係雑件（補助金支出之件）第二巻（3.10.2）（外務省外交史料館）。 
172 同年 8 月 4 日付在木浦日本領事若松兎三郎から外務大臣小村寿太郎宛機密第 15 号「在光州奥村実業学校近
況報告ノ件」、JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12081966500（第 88 画像目）、韓国（朝鮮）ニ於ケ
ル学校関係雑件（補助金支出之件）第二巻（3.10.2）（外務省外交史料館）。 
173 「外人墾土의不許」『皇城新聞』1900 年 6 月 8 日。 































                                 
174 当時の閔泳喆・全羅南道観察使から実業学校関係者に 1898 年 11 月はじめにさらなる取り締まり強化の情
報がもたらされ、外国人所有の建物回収の可能性もあるが、この時建設中であった学校建物を解体する考えはな
いと伝えられたという。『韓国布教日記』1898 年 11 月 9 日。学校建物は同月 11 日に上棟式が行われた。 
東莱監理から発給された奥村円心の「護照」 
（高徳寺 蔵） 
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大隈重信は前述のように松方内閣で外相を務めていたが、薩摩閥との対立により 1897 年 11




が不安定となり、同年 11 月に成立４ヶ月にして早くも大隈内閣は総辞職したのである。 
こうして光州実業学校にとって頼みの綱であった大隈内閣は崩壊した。続いて成立した山県
有朋内閣は行政府たる内閣は議会や政党に左右されない独立した存在であるべきだとする超然

























                                 
175 『韓国布教日記』1898 年 11 月 19 日。 
176 『近衛篤麿日記』1899 年 1 月 13 日。 






も 1 月 9 日と 1 月 13 日の二度にわたり都筑馨六外務次官宛に実業学校関係者の混乱ぶりを伝え





















                                 
177 同、1899 年 1 月 24 日には近衛の留守中に五百子が朝鮮から持ち帰った鶴を持って訪ねてきた、とあり、
27 日には光州実業学校について五百子と近衛、陸軍の長岡外史、小笠原長生、二条基弘が集まって話し合った
とある。 
178 1899 年 1 月 9 日付機密第壱号および同年 1 月 13 日付機密第二号。JACAR（アジア歴史資料センター）
Ref. B12081966500（第 32－34 画像目）、韓国（朝鮮）ニ於ケル学校関係雑件（補助金支出之件）第二巻
（3.10.2）（外務省外交史料館）。 
179 JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12081966500（第 35－36 画像目）、韓国（朝鮮）ニ於ケル学
校関係雑件（補助金支出之件）第二巻（3.10.2）（外務省外交史料館）。 
180 『近衛篤麿日記』1899 年 1 月 31 日。したがって、光州において学校の運営を危うくするほどの「激しい
抵抗」が奥村兄妹の活動に向けられていて、それを理由に 1899 年 1 月に五百子が逃げるように帰国したという
任や橋澤の説は妥当ではなく、また大隈内閣の退陣によって補助金が打ち切られたため学校が失敗したという橋
澤などの説も誤りである。 
181 同、1899 年 1 月 28 日。 
182 同、1899 年 2 月 1 日別紙、郡司成忠から近衛篤麿宛書状。 
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ところが 2 月 2 日に長岡外史陸軍大佐が近衛のもとを訪問し、陸軍予備少尉の浅井安次郎を
監理者に推薦すると、近衛は「其履歴をきく甚だ宜し」としてこれにすぐさま同意した183。そし
て翌日には早速、近衛邸で浅井を五百子に紹介している184。こうして光州での補佐役を得た五百






















月 30 日付けで次のような書状を本山の谷了然に送っている。 
 
                                 
183 同、1899 年 2 月 2 日。 
184 同、1899 年 2 月 3 日。 
185 同、1899 年 2 月 8 日。 
186 同、1899 年 2 月 24 日。 
187 同、1899 年 3 月 8 日。 
188 同、1899 年 11 月 13 日別紙、小笠原長生からの来状。 
189 同、1899 年 12 月 4 日。 





























朝の上取調べ、其結果に拠り処分致候事必要と被存候」と 1900 年 1 月 11 日付の書状で近衛に
伝えている192。 
1 月 25 日、帰国していた浅井安次郎は小笠原長生、立花小一郎らとともに近衛篤麿のもとを
訪ねた。この日の近衛の日記によると、浅井は柳林藪開墾について近衛らに説明、質問にも答
                                 
190 同、1900 年 1 月 11 日、別紙の三附属、「機密信」。 
191 同、1900 年 1 月 11 日、別紙の四。 
192 同、1900 年 1 月 11 日。 

































                                 
193 同、1900 年 1 月 25 日。 
194 同、1900 年 1 月 28 日。 
195 同、1900 年 2 月 1 日。 
196 同、1900 年 2 月 1 日。 
197 同、1900 年 2 月 15 日。 
198 同、1900 年 2 月 24 日。 
199 JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12081966500（第 56－64 画像目）、韓国（朝鮮）ニ於ケル学
校関係雑件（補助金支出之件）第二巻（3.10.2）（外務省外交史料館）。 
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生をしながら育った将校であり200、陸軍少将の田村怡与造も陸軍参謀本部第１部（ロシア・朝




























                                 
200 佐藤守男『情報戦争と参謀本部：日露戦争と辛亥革命』芙蓉書房出版、2011 年、p.17、p.24、p.58。 
201 JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12081966500（第 66－67 画像目）、韓国（朝鮮）ニ於ケル学
校関係雑件（補助金支出之件）第二巻（3.10.2）（外務省外交史料館）。 

























                                 
202 前掲「外人墾土의不許」。 
203 1902 年 7 月 31 日付在木浦日本領事館附巡査柳田房吉による在木浦日本領事若松兎三郎宛「復命書」には
「奥村五百子カ校長ナリト云フハ名義ノミニシテ同女史カ今日ニ於テ本校ニ何等ノ関係ヲ有セサルハ言フ迄モナ
キコトナルガ」とある。JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12081966500（第 100 画像目）、韓国（朝
鮮）ニ於ケル学校関係雑件（補助金支出之件）第二巻（3.10.2）（外務省外交史料館）。同年 8 月 4 日付在木浦
日本領事若松兎三郎から外務大臣小村寿太郎宛機密第 15 号「在光州奥村実業学校近況報告ノ件」には五百子が
柳林藪開墾許可の失敗後は「光州ヲ去ツテ本邦ニ帰リ久ク渡韓」していないとしている。JACAR（アジア歴史
資料センター）Ref. B12081966500（第 85－86 画像目）、韓国（朝鮮）ニ於ケル学校関係雑件（補助金支出之
件）第二巻（3.10.2）（外務省外交史料館）。 
204 機密第 9 号「光州実業学校ニ関スル件」、 JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12081966500（第
113 画像目）、韓国（朝鮮）ニ於ケル学校関係雑件（補助金支出之件）第二巻（3.10.2）（外務省外交史料館）。 
205 機密第 13 号「光州実業学校ニ関スル件」、 JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12081966500（第
139－140 画像目）、韓国（朝鮮）ニ於ケル学校関係雑件（補助金支出之件）第二巻（3.10.2）（外務省外交史
料館）。 
 - 73 - 
 
黙認していたが、佐久間時三郎という農民が家族７人とともに居住していたところ、1905 年 12
月 12 日佐久間が雇用していた現地人の不注意で出火し校舎が全焼してしまった206。 
こうしてソフトもハードも失った光州実業学校は日露戦争後、第二次日韓協約によって日本
の保護国となった韓国で「東本願寺立」と強弁する意義を全く失ってしまうにいたった。木浦

















                                 
206 在木浦領事若松兎三郎から外務大臣桂太郎宛機密第 39 号「光州実業学校建物一棟焼失ノ件」およびその添





209 機密第 7 号「光州実業学校処分ニ関スル件」、 JACAR（アジア歴史資料センター）Ref. B12081966500
（第 207－208 画像目）、韓国（朝鮮）ニ於ケル学校関係雑件（補助金支出之件）第二巻（3.10.2）（外務省外
交史料館）。 






212 『光州의 어제와 오늘』、2007 年、p.56。もしこれが事実なら学校の性格が当初の構想とはかなり異なっ
ている。 
213 尹炳奭「日本人의 荒蕪地開拓権 要求에 대하여―1904 年長森名儀의 委任契約企圖를 
中心으로―」『歴史學報』第 22 輯、歴史学会（韓国）、1964 年 1 月、を参照。 



























































                                 
214 유영렬『개화기의 윤치호 연구』景仁文化社、2011 年。 
215 同、pp.9－12。 






    金紫光禄大夫（従２品） 
    守司空 尚書佐僕射（正２品） 
    判工部事（従１品） 
 
②尹萬庇
ユ ン マン ビ
（生没年不詳、高麗・忠烈王） 
 
    奉翊大夫（従２品） 
    副知密直司事（正３品） 






  壁上三韓三重大匡（正１品） 
  右政丞（従１品） 
  判典理司事（従１品） 
  →海平府院君に封ぜられる。 
 
④尹之彪
ユ ン ジピ ョ
（1310～1382、高麗・忠宣王～禑王） 
 
  門下評理（従２品） 






  文科に及第。 
  重大匡（従１品） 
  門下賛成事（正２品） 
  芸文館大提学（正２品） 











    
    高麗末期に文科に及第。 
    朝鮮初期、司憲府執義（従３品）就任。 
    通政大夫（正３品） 






    陽城県監（従６品） 
 










    世祖代（1455～1468）に武科及第。 
    中直大夫で掌苑署掌苑（従６品） 
 
  ⑩尹希琳
ユ ン ヒリ ム
 
 
    効力副尉（従９品） 
    忠武衛副司勇（従９品）･･･いずれも下級武官 
 










    中宗のとき文官に及第。 
    軍資監正（正３品） 
 
  ⑫尹斗寿（1531～1601） 
 
    明宗のとき、文官に及第。 
    大匡輔国崇禄大夫（正１品） 
    議政府領議政 






    宣祖のとき、文官に及第。 
    資憲大夫（正２品） 
    知中枢府事（正２品） 
    →死後、丁卯胡亂（1627 年）における功労により左議政を追贈。 
 
  ⑭尹就之
ユ ン チィ ジ
（1583～1644） 
 
    光海君のとき、生員科に及第。 
    嘉義大夫（従２品） 






    仁祖のとき、進士科に及第。 
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    嘉善大夫（従２品） 




































                                 
216 金永羲『佐翁尹致昊先生略傳』基督教朝鮮監理会總理院、1934 年、pp.7－8。 
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1875 年の江華島事件で開港を拒む朝鮮政府に軍事的圧力をかけた日本とのあいだに 1876 年
日朝修好条規が締結され、日本の明治新政府との外交関係が樹立された。その直後、朝鮮政府
は礼曹参判の金綺秀



















同年 9 月 5 日に修信使随行員を招いた懇親会が東京の上野精養軒で開かれているが、この時、
尹雄烈も参加したのである。当時の幹部は主に非藩閥系の外務省中国関係者と民権運動関係者
が占めていたが、同会の機関紙『興亜会報告』の元山駐在海外情報特派員が当時、東本願寺元
                                 
217 同、pp.9－10。 





は 1878 年 6 月 2 日、奥村円心が開いた東本願寺釜山別院を訪れ、以降、たびたび別院を訪問し











に尹雄烈が紹介されたことである。1880 年 9 月 2 日、尹雄烈はサトウのもとを訪問した。その
日のサトウの日記には次のような記述がある。 
 













                                 
218 黒木彬文「興亜会のアジア主義」『法政研究』第 71 巻第 4号、九州大学法政学会、pp.619－621。 
219 韓皙曦「金玉均の仏教理解について」 、pp.101－102。 
220 “Ernest M. Satow’s Diary”, Sept. 2, 1880. 



































                                 
221 유영렬『개화기의 윤치호 연구』、p.16。 
石川了因 
出処：『五十年誌』 































施行された。これに対し、1883 年 3 月に国王の高宗は尹雄烈を咸鏡北道兵馬節度使に、同時に
朴泳孝を広州府留守に任命した223。そして、それぞれに日本式の新式軍隊を育成させることとし、
                                 
222 『五十年誌』pp.146－147。 
















すのはあまりに性急であると考えていたことを示唆している。だが、12 月 4 日、クーデタは実
行に移され、要人が殺害・負傷させられた郵政局開局祝賀宴の参加者として尹致昊は居合わせ
てしまうことになった。 
















                                 
224 박은숙『갑신정변 연구』역사비평사、2005 年、p.331。 
225 『尹致昊日記』1884 年 11 月 7 日。 
226 『高宗実録』高宗 21 年 10 月 18 日。『尹致昊日記』1884 年 12 月 5 日。 
227 『尹致昊日記』1884 年 12 月 5 日。 
228 同、1884 年 12 月 6 日。 











そして、1896 年 8 月に地方制度改革で新たに誕生した全羅南道の初代観察使に任命され、光
州に赴任することとなった230。その在任中に奥村兄妹を受け入れ、実業学校設立を支援したので
ある。 



















                                 
229 『高宗実録』高宗 33 年 4 月 24 日。 
230 『高宗実録』高宗 33 年 8 月 5 日。 



























































 1903 年と 1904 年には再び軍部大臣に任命され234、軍事分野で政権の中枢を担うとともに、





                                 
231 任「朝鮮統治と日本の女たち」、pp.104－107。 
232 『韓国布教日記』1898 年 1 月 24 日。 
233 『韓国布教日記』1898 年 6 月 27 日、『近衛篤麿日記』1898 年 7 月 10 日。 
234 『高宗実録』高宗 40 年 7 月 17 日および 1904 年 1 月 23 日。 
235 『皇城新聞』1907 年 6 月 20 日。翌年 8 月に義捐金の保管実態が問題になり、尹雄烈は所長を辞任した。
『皇城新聞』1908 年 8 月 4 日、8 月 29 日。 
236 同、1908 年 8 月 11 日。 























                                 
237 『大韓毎日申報』1909 年 4 月 28 日、6 月 4 日。 
238 『朝鮮総督府官報』1910 年 10 月 12 日。 
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247 『郁文会誌』第 1 号、1890 年、pp.3－11。 































                                 
248 詳しくは坂井雄吉「近衛篤麿と明治三十年代の対外硬派：『近衛篤麿日記』によせて」『国家学会雑誌』
第 83 巻第 3・4 号、1970 年、を参照。 
249 近衛篤麿「華族論」『国家学雑誌』第 83 号、1894 年、pp.1－13。 
250 「学習院制度改革意見」『近衛篤麿日記』付属文書、p.60。 






























年 1 月 5 日の日記に「唐津の女豪奥村五百子、二条公を介して自影を贈る」253と記している。 
                                 
251 『近衛篤麿日記』1897 年 6 月 10 日。 
252 山本『近衛篤麿』、pp.83－84。 
253 『近衛篤麿日記』1897 年 1 月 5 日。 
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る254。7 月 8 日の篤麿の日記には円心から「過日法主に添書したる謝辞」と「弥近々朝鮮渡航の
趣通知」を内容とする書状が届いたと記されている255。 






隈外相の書簡を携え釜山に着いた円心は、伊集院彦吉・釜山港駐在一等領事の保護を得て 8 月 2
日、開港前の木浦に視察に赴き、木浦付近に居を構えた。ここに２０日間滞在したが、現地の
人々に受け入れられなかったため、さらに内陸へと移動し、9 月 23 日に光州にいたったという
事情があったようだ257。 全羅南道の道都である光州で活動をはじめるにあたって、全羅南道観
察使の尹雄烈の協力も得ることができ、活動の方針を模索することとなった。11 月には五百子












                                 
254 同、1897 年 6 月 22 日。 
255 同、1897 年 7 月 8 日 。 
256 「朝鮮国布教日誌」1897 年 6 月 21 日。 
257 『韓国布教日記』1898 年 12 月 8 日に「韓国内地布教」と題する光州布教にいたるまでの経緯を回想した
円心の報告書（通訳の岩下徳蔵が代筆）がある。『五十年誌』p.68 も参照。 
258 『近衛篤麿日記』1897 年 11 月 29 日 。 
































                                 
259 『五十年誌』1925 年、pp.65－66。 
260 山本『近衛篤麿』pp.96－97。これにつづく機密費が停止されて資金難により五百子が引き上げた、とする
記述は事実誤認であり、機密費からの支出は 1904 年 3 月分まで継続している。 




































263 『近衛日記』1899 年 2 月 12 日。 






















教育事業であった。翌年の 1898 年 1 月、雑誌『太陽』に黄色人種の「人種同盟論」を唱える論
説「同人種同盟 附支那問題研究の必要」を発表した彼は、以降、活発にアジア主義の論陣を









                                 
264 近衛篤麿『蛍雪余聞』陽明文庫、1939 年、pp.393－394。 
265 近衛篤麿「宗教家の人爵」『明治評論』第 8 号、1896 年 7 月、pp.10－11。 
















光州実業学校は日露戦争直前の 1904 年 2 月に次長として現場の最高責任者であった赤塚敬雄








































そこで、2013 年から 2014 年にかけて筆者が行った光州での現地調査の成果を踏まえ、それ
を分析するために文献資料によりつつ、人文地理学的方法を導入する。 
                                 
266 韓国の民衆史研究者イ・ヨンギは従来の民衆史学が民衆を画一化した変革主体として固定することにより、
その実際の「生」を考慮しえないという限界を指摘し、民衆の日常性に注目し、民衆の「自律性」と「実践」を
新 た に 見 つ め よ う と し て い る 。 이용기「민중사학을 넘어선 민중사를 생각한다」『내일을 여는 
역사』2007 年冬号。 























                                 
267 エドワード・レルフ著、高野岳彦・阿部隆・石山美也子訳『場所の現象学』ちくま学芸文庫、1999 年、
p.148。 
268 「柳林藪 在州西十里、雜植卉木、爲州水口」 『光州邑誌』山川条、1879 年（ソウル大学校奎章閣蔵、
奎 10787）。 




























                                 
269 Claude E. Shannon & Warren Weaver (1949): A Mathematical Model of Communication. Urbana, IL: 















































































































                                 
272 水口について詳しくは前掲『韓国の風水思想』p.68 および p.125 および村山智順『朝鮮の風水』朝鮮総督






276 光州民俗博物館調査研究書第 11 輯『광주의 風水』광주민속박물관、2002 年、pp.43－48。現在、この石
碑と石仏は光州市立民俗博物館前の広場に移動されている。 



























                                 
277 「龍淵、在州南二十里、無等山西麓。旱則禱雨有験」。 
278 최원석『한국의 풍수와 비보: 영남지방 비보경관의 양상과 특성』민속원、2004 年。 
279 同、p.42。 
風水  裨補 





























                                 
280 『世宗実録』30 年 3 月 8 日をはじめ、多くのこのような記述がある。 
281 村上『朝鮮の風水』p.778。 
282 최원석『한국의 풍수와 비보』、pp.45－46。 
283 『朝鮮の林藪』 朝鮮総督府林業試験場、1938 年、pp.263－264。なお、本書ではここに前述の什信寺址
があることから柳林藪を「寺飾りの風致林の用をもなせしもの」だとしている。その是非はともかく、寺院が存
在した時期が実業学校があった時期の柳林藪の姿が造成された時期よりかなり前になるため、その機能は実業学
校の柳林藪をめぐる駆け引きとは直接関係がないものと思われる。『光州 사진으로 만나는 도시 光州의 
어제와 오늘』光州市立民俗博物館、2007 年、p.220 も参照。 



























                                 
284 1900 年 5 月 30 日付全羅南道光州郡守宋鐘冕から議政府賛成外部大臣宛報告書『外部各道去来案』（ソウ








34 卷第 1 期、2012 年 2 月、を参照。 
287 「雩祀儀」『大韓礼典』７（韓国学中央研究院蔵書閣 蔵）。同書は大韓帝国の儀礼について定めたもの。
『高宗実録』にも皇帝の高宗が雩祀を行った、という記事がいくつかみえる。 































                                 






































                                 
289 前掲柳田巡査「復命書」。 
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